
ＳＷＧsを掲げる長木小学校

令和７年度 大館市立長木小学校
学校評価書（前期）

Well-beingを達成するために身に付けたい
４つのコンピテンシー

やさしさ 正しさ ねばり強さ 素直さ

令和７年１０月９日（木）大館市立長木小学校

令和７度前期 地域の方々と関わる取組

民生児童委員とのあいさつ運動 シンNAGAKIオリンピックinハチ公ドーム あじさい植樹へGO!

保育所年長児と一緒にあじさいのお世話 夏のエゾポッポくらぶin長木川



自
己
評
価
Ａ
と
学
校
運
営

協
議
会
の
評
価
区
分

極めて良好 自
己
評
価
Ｂ
の
評
価
基
準

５ 実現状況は極めてよく意識も高い/数値目標の100％

良好 ４ 実現状況は良好で意識もある/数値目標の81～99％

概ね良好 ３ 実現状況はおおむね良好である/数値目標の61～80％

やや不十分 ２ 実現状況はやや不十分で取組が不安定/数値目標40～60％

努力を要する １ 実現状況は不十分で努力を要する/数値目標の39％以下の達成

Ⅱ 学校評価の基準

そう思う 4

まあまあそう思う 3

少し不十分 2

不十分 1

分からない 0

調査対象児童数 149名

調査対象保護者世帯数 112世帯

回数世帯数 92世帯

回収率 82％

教職員回答数 13名

〈参考〉児童・保護者のアンケートの評価基準、対象者数・回収率

Ⅰ 令和７年度の学校評価について

令和７年度の学校評価と評価書の概要について
(1) 令和６年度から、学校評価の参考となる「児童評価」に１・２年生も加

えて、児童、保護者、教職員の観点から評価できるようにしています。
職員の自己評価は「学校評価一覧」を、「児童評価」「保護者評価」は
別紙のアンケート結果をご覧ください。

(2) 学校評価一覧の内容については、評価項目Ⅳの内容を一部整理しました
たが、内容的には前年度と大きな変更はありません。評価は昨年度前期
の数値と比較できるようにしています。

(3) 学校評価一覧の自己評価Ｂは、評価指標の小項目の教職員の自己評価
（５段階評価 少数第一位まで）の平均値で示しています。

(4) 自己評価Ａは、学校評価項目Ⅰ～Ⅴの小項目の自己評価Ｂの平均で判断
します。

(5) 学校運営協議会評価は、学校からの説明、自己評価Ｂ、自己評価Ａ等の
結果に基づいて学校運営協議会委員の方々に５段階（極めて良好～努力を
要する）で評価いただきます。

(6) 評価書の横棒グラフは、学校評価一覧の実践課題の達成状況について、
児童、保護者、教職員にアンケートを行った結果を示しています。各項目
の達成状況については「そう思う」「まあまあそう思う」と回答した人数
の割合を合わせた「肯定的回答」の割合で評価しています。
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Ⅳ 項目別評価

学校教育目標の実現と４つの能力（コンピテンシー）

児童の状況 自己評価Ａ 学校関係者評価 学校関係者評価委員のコメント

17の実践目標の活動に具
体的に取り組む中で、子
どもなりに４つのコンピ
テンシーの意味を捉えな
がら、学校づくりに参画
している。

前
期

概ね良好 概ね良好

それぞれに好き嫌い、得手不得手がある子どもたちに興
味をもたせるにはどうすれば良いか、保育所でも同様で
ある。嫌な物（こと）は食べない（しない）が目立つ。
保小連携を軸に長木地区の子を育てていってほしい。児
童の良さ・強みを意図的に大人が自覚させていく。

後
期

自
己
評
価
の
概
要
と
学
校
の
改
善
策

【前期】児童アンケート調査に、児童会テーマと17の実践目標に関する調査項目を加え、児童アンケートの調
査対象は全学年とした。児童会テーマ等を、ましてや低学年が評価することは難しい面があると思われるが、
自分たちの行っている様々な教育活動が何のために行われているのかを、児童の発達段階の理解度に応じて継
続的に捉えさせていくことは、それなりに意味あるものと考える。
学校教育目標の保護者の肯定割合は94（昨年度比－１）、教職員は肯定割合100（±０）。年度をまたぎメ

ンバーが数名変わっても、肯定割合が100のままであることは、学校経営の姿勢として揺るがないものが出来
上がっていると言える。４つのコンピテンシーは、文言を変更したため直接の項目の比較はできないが、保護
者と教職員で評価が高い項目（やさしさ・正しさ）と低い項目（ねばり強さ）が一致している。児童の評価で
は「ねばり強さ」はがもっとも高い数値を示している。「ねばり強さ」については、保護者と児童の肯定ポイ
ントの差が21にも広がっている。後期以降の目標は、全ての項目で肯定的割合が90％以上かつ、「そう思う」
の割合が過半数を越えることである。そのためにも17の実践目標の具現化を通して「なりたい自分・できる自
分」の姿を実感し、全校児童が学校づくりに一緒に取り組む学校を今後も目指していきたい。

【年度】

評価指標 評価指標の内容

自己評価Ｂ

Ｒ６
前期

Ｒ７
前期

学校教育目標 ふるさとに立ち心豊かでたくましく生き生きと学び合う子どもの育成 3.3 3.8

やさしさ 何事にも「やってみよう」という気持ちをもって粘り強く取り組んでいる。 3.6

正しさ 学校生活や家庭生活の中で、感謝の気持ちを忘れずに生活している。 3.7

ねばり強さ 失敗してもくよくよせず、気持ちを切り替えて前向きに取り組んでいる。 3.6

素直さ 自分と他人を比べずに、自分がなりたい自分をしっかりともって生活している。 3.8

17の達成目標 子どもたちは17の達成目標を意識して学校生活を送っている。 3.4
肯定ポイ
ント７７
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【評価指標】学校教育目標・身に付けさせたい能力（コンピテンシー）

4

【学校教育目標】学校は、学校教育目標の実現のための教育活動を実施している。
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【評価指標】学校教育目標・身に付けさせたい能力（コンピテンシー）
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【参考データ１】児童会テーマ「笑顔の花あふれる、やさしい学校」に
なるように考えて、活動していますか。

【Ｒ６前期】

【Ｒ７前期】
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【参考データ２】「17の達成目標」は、学校や家での生活をよりよくす
るために役立っていると思いますか。

【Ｒ６前期】

【Ｒ７前期】
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Ⅳ 項目別評価

１ 社会性の育成

児童の状況 自己評価Ａ
学校関係者

評価
学校関係者評価委員のコメント

基本的な生活習慣を身
に付け、規律ある態度
で協力し合い、主体的
で充実した学校生活を
送ろうとしている。

前
期

概ね良好 概ね良好

ふだんから、声は小さくても心がこもっているあ
いさつができる児童が特に高学年に多いと感じて
いる。遊んでいる時の乱暴な言葉遣いには、気に
なるところのある児童もいる。

後
期

自
己
評
価
の
概
要
と
学
校
の
改
善
策

【前期】この領域は、保護者の評価が総じて低い結果になっている。「元気なあいさつ」62（-11）に対
して、児童は90（-２）。さらに教職員は69（-９）。学級ごとの朝のあいさつ運動等の取組により、児
童自身はがんばっている意識が高いと思われる。保護者・教職員の評価の低さは、大人目線で見るとま
だまだ不十分ということであろう。子ども自身は、しっかりあいさつしているつもりでも、声が小さ
かったり相手を見ていなかったりしている己の姿を感じさせる取組が必要と感じる。２学期以降の重点
項目である。
保護者評価で高かったのは「自分の役割を果たす」83（-６）。児童90（±０）、教職員92（+７）。

４年以上の委員会活動、各学級の係活動や当番活動、全校縦割り班による清掃・給食活動が、正しく機
能し、校内での頑張りが評価されており、児童自身も活動・取組に手応えを感じているものと思われる。
昨年度前期の評価においても、「あいさつや言葉遣いに関する児童と大人の評価のギャップをどう埋

めていくのか」「あいさつや言葉遣いにどう家庭を関わらせていくのか」が、課題に挙げられていた。
あじさいＰＪや地域の施設訪問など、地域の方々と関わる場面も効果的に活用することで、望ましい社
会性の育成に取り組んでいきたい。

【年度】

評価指標 評価指標の内容 主な取組

自己評価Ｂ

Ｒ６
前期

Ｒ７
前期

(1)基本的な
生活習慣の
定着

①明るいあいさつと思いやり
のある言葉遣いの励行

登下校時や校内外でのあいさつの指導
相手や場に応じた言葉遣いの指導

3.2 3.4
②生活の約束を守る姿勢・態
度の定着

長木っ子の約束の徹底（持ち物・服装・礼
儀・自転車乗り等）

(2)集団生活
・集団行動
の遵守

③学校づくりに参画する意欲
と実践力の育成

児童会活動（委員会活動、子ども集会）
児童総会 クラブ活動

3.5 4.1④自分の行動に責任をもち、
互いのよさを生かし認め合
う態度の育成

係活動 学級会 縦割り班活動 全校道徳
輝き合い集会（表彰集会） 絆タイム
「ココロの授業」の実施

(3)組織的な
生徒指導

⑤問題行動の未然防止・早期
発見、即時対応、指導体制
の確立

長木っ子を語る会 個人面談 定期的ない
じめ等の調査 外部機関との連携

4.0 4.3

７



【評価指標（１）】基本的な生活習慣の定着

児童：友達や先生、地域
の方々に元気にあいさつ
をしていますか。

保護者：子どもたちは、
ご家庭や町内で元気なあ
いさつをしていますか。

児童：相手や場所を考え
た言葉づかいをしていま
すか。
保護者：子どもたちは、
相手や場に応じた正しい
言葉づかいができていま
すか。

【評価指標（２）】集団生活・集団行動の遵守

児童：名札を付けたり、
学習用具を忘れずに持っ
てきたり、ろうかを静か
に歩いたりしていますか。
保護者：子どもたちは、
学校や家で約束を守ろう
としていますか。

児童：学級の係活動、給
食・そうじ、委員会の当
番活動など、自分の仕事
を責任をもって行ってい
ますか。
保護者：子どもたちは、
学校や家で自分の役割を
果たそうとしていますか。

【評価指標（３）】組織的な生徒指導

児童：あなたにとってい
じめなどのない、すごし
やすい学校ですか。

保護者・教師：学校は、
いじめ等のない安心でき
る学校づくりに取り組ん
でいますか。
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Ⅳ 項目別評価

２ 健康安全の保持と体力の向上

児童の状況 自己評価Ａ
学校関係者

評価
学校関係者評価委員のコメント

食や運動を通じて健康
や体力に関心をもち、
また、避難訓練等を通
して身の守り方を身に
付け、健康で安全な生
活を心がけている。

前
期

良好 良好

保育所でも中学校でもメディア対策に苦労して
いる。こまめに、お便り等も交え医学的根拠を
元に言い続ける。子ども自身に考えさせる。ス
マホ子育てが子どもの自己有用感を奪い、不登
校へつながる可能性が非常に高い。親自身も偏
食の場合、食育が難しい面がある

後
期

自
己
評
価
の
概
要
と
学
校
の
改
善
策

【前期】この項目では、児童・保護者・教職員ともに、「基本的生活習慣」「安全指導」「体力増進・
健康指導」の面では、高い評価で推移している。
興味深いのは、児童の「メディア・コントロール」についての自己評価が８ポイント下がっている

（82→74）点である。本校独自で行ってきた「メディアチェンジ」や、医師による明確な根拠のある講
話を聞く機会、長木保育所や中学校と連携した取組によって、メディア対応の理想と現実のギャップを
児童自身が感じているという結果、「分かっちゃいるけど、やめられない」という状態が現れていると
推測される。メディアコントロールについては、児童の生活改善だけでなく、メディアを与える、ある
いは一緒に使用している保護者への啓発も含まれることから、昨年度から長木保育所と合同のメディア
コントロールに関する取組を展開しており、ぜひ継続していきたい。
児童の安全に関しては、避難訓練の実効性を高めるため、最も危険度の高い不審者対応訓練を４月中

に実施している。体力テストでは県平均を上回っている学年は多いが、「てくてく歩こうDAY」で月に１
回、車に頼らない日を設け、児童の心身の鍛練を図っている。

【年度】

評価指標 評価指標の内容 主な取組

自己評価Ｂ

Ｒ６
前期

Ｒ７
前期

(4)健康教
育、食育、
安全教育
の推進

⑥生活習慣の定着・改善

生活習慣の定着とメディアに関する実態
調査 メディアコントロール週間の実施
保健指導の充実 栄養士による食育指導
てくてく歩こう運動 3.8 4.2

⑦安全教育の充実と組織的
な取組

交通安全教室 避難訓練 危険箇所点検
メール配信システムの活用 ＰＴＡ・地
域子ども見守り隊との連携 登校指導

(5)体力づ
くり

⑧さわやかマラソン・業間
運動への積極的な取組

さわやかマラソン 外遊びの奨励
マラソン記録会の実施

3.5 3.9

⑨新体力テストの結果の向上 結果分析・活用 体育での補強

９



児童：さわやかマラソン、
てくてく歩こう運動、ふだ
んの外遊びなどで、よく体
を動かしていますか。
保護者：学校は、さわやか
マラソン・てくてく歩こう
運動・外遊びの奨励等を通
して、児童の体力向上・健
康増進に取り組んでいます
か。

【評価指標（4）】健康教育、食育、安全教育の推進

児童：「早ね、早おき、朝
ごはん、歯みがき」をしっ
かりしていますか。

保護者：子どもたちは、
「早寝、早起き、朝ご飯、
歯みがき」などの基本的な
生活習慣が身に付いていま
すか。

児童：時間を決めて、ゲー
ムをしたり動画を見たりし
ていますか。

保護者：学校は、メディア
コントロール・食育指導等、
子どもたちの生活習慣を改
善するための取組をしてい
ますか。

【評価指標（5）】体力づくり

児童：地震や火事などのと
きの身の守り方や、交通安
全のルールをしっかり身に
付けていますか。

保護者：学校は、避難訓練
や交通安全教室、登校指導
等を通して、児童の安全対
策を取っていますか。

１０
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そう思う まあまあ あまり 全く 分からない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7前期保護者

R6前期保護者

R7前期児童

R6前期児童

40

42

48

55

51

52

26

27

5

6

13

8

2

0

11

9

1

0

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7前期保護者

R6前期保護者

R7前期児童

R6前期児童

41

32

69

67

52

54

24

26

3

8

5

4

2

1

2

1

1

6

0

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7前期保護者

R6前期保護者

R7前期児童

R6前期児童

53

40

72

64

45

54

13

23

2

5

12

9

0

0

2

3

0

1

1

1



Ⅳ 項目別評価

３ 確かな学力

児童の状況 自己評価Ａ
学校関係者

評価
学校関係者評価委員のコメント

意欲的に学習に取り組
み、基本的な学習習慣
を身に付けながら、学
力を向上させようとし
ている。

前
期

概ね良好 概ね良好

学習規律がしっかりしていて、学年が上がる
ほどレベルも上がっている。学習意欲が感じ
られ課題に対してきちんと入っていけている。
各学年にトップレブルの児童が数名ずついる。
支援員のサポートも的確であるが、もっと人
数が必要と感じた。間違いを「ナイスチャレ
ンジ」と評価し、児童を否定しないやり取り
も素晴らしい。タブレットのセキュリティを
適切に設定する必要がある。

後
期

自
己
評
価
の
概
要
と
学
校
の
改
善
策

【前期】家庭学習の習慣は、保護者・児童・教職員共に肯定回答率が84～92％と評価は高い方ではある
が、評価の内容はあくまでも「習慣が付いているかどうか」であり、次の課題はその内容である。家庭
学習の質の向上を目指し各学級での指導を重ね、「保護者面談での助言」や「家庭学習ノート展」、
「校長がノートを見る期間」を設けること等で、児童に刺激を与えていきたい。
授業における話合い活動については、所長訪問でも指摘を受けており、適切な課題の設定や魅力ある

発問の工夫、かがやきタイムでの児童主体の話合いの経験の積み重ねが重要になる。「子どもに任せる
覚悟」を教師がもち、意図的に授業を構成していくことで数値の伸びが期待される。本校の授業改善の
大きな課題である。
読書活動については、児童・保護者共に、やや低めの数値から抜け出せていない。学校での読書タイ

ムでは夢中になって読んでいる子も多く、児童同士の読み聞かせ活動に取り組んでいる学年もある。学
校報に、校長からのおすすめ本の紹介コーナーを設けてみると、読書好きの児童からの反応はあった。
教師からの指導ではなく、委員会活動と関連させた主体的な取組みで、読書の更なる習慣化を図ってい
きたい。

【年度】

評価指標 評価指標の内容 主な取組

自己評価Ｂ

Ｒ６
前期

Ｒ７
前期

(6)学習への
取組

⑩基本的な学習習慣の定着
学習の約束（チャイム席/準備） 相手を
意識した聞き方・話し方 家庭学習

3.４ 3.8

⑪学習内容の基礎・基本の確
かな定着

週末課題 長木検定 ドリル検定
パワーアップ

⑫課題解決的で共感的な学び
合いの推進

課題解決的な単元構想
共感的なかがやきタイム ＩＣＴの活用

⑬読書活動の推進
読書タイム 読書運動 週末読書
よむよむリストの活用

(7)諸学習調
査の状況

⑭学習状況調査等の分析と改善
学習状況調査・ＣＲＴの分析と活用・補
充指導

3.3 3.7

１１



【評価指標（6）】学習への取組

児童：家庭学習に、毎日
取り組めていますか。

保護者：子どもたちは、
家庭学習の習慣が身につ
いていますか。

教職員：児童は、家庭学
習の習慣が身についてい
る。

児童：授業中に、進んで
発表したり話し合ったり
していますか。

教職員：児童は、課題解
決型の授業を通して、進
んで発表したり話し合っ
たりしている。

１２

児童：チャイム席を守っ
たり、みんなに聞こえる
声で発表したり、相手の
話をしっかり聞いたりし
ていますか。

教職員：児童は、チャイ
ム席を守ったり、望まし
い話し方・聞き方をした
りして学習に取り組んで
いる。
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【評価指標（6）】学習への取組

児童：先生がたは、勉強
をわかりやすく教えてく
れますか。

保護者：学校は、わかり
やすい授業を提供してい
ますか。

教職員：児童にわかりや
すい授業を提供できてい
る。

児童：学校や家で、進ん
で読書をしていますか。

保護者：学校は、読書運
動・週末読書・よむよむ
リストの活用等、子ども
たちに読書の習慣が身に
つく取組を推進していま
すか。

教職員：学校は、児童が
進んで読書をする取組を
推進している。

１２

保護者：学校は、ぐんぐ
んタイムや週末課題、長
木検定、補修時間等を通
して、子どもたちにの基
礎学力に力を入れていま
すか。
教職員：ぐんぐんタイム
や週末課題、長木検定、
補修時間等の取組によっ
て、児童の基礎学力の定
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Ⅳ 項目別評価

４ ふるさとキャリア教育

児童の状況 自己評価Ａ
学校関係者

評価
学校関係者評価委員のコメント

ふるさとに誇りと愛着
をもち、ふるさとに生
きようとする気概もっ
ている。

前
期

良好 良好

地域と関わる活動が充実しているが、児童が
真にやりたいことを精選しながら、取り組ん
でいってほしい。シンNAGAKIオリンピックの
取組は素晴らしいが、雪沢地区との温度差を
埋めるために学校からのアピールがもっと必
要だった。子どもハローワークを活用して、
運動会の運営に中学生を協力させたい。大人
の働きを学べる機会になる。

後
期

自
己
評
価
の
概
要
と
学
校
の
改
善
策

【前期】昨年度から取組の明確化を図り、元の２つの指標「命輝け、エゾポッポＰＪ」と「伝統芸能の取
組」を併せ、評価指標(8)「ふるさと教育・地域貢献の取組」に変更したものである。(8)、(9)の評価指
標とも保護者の肯定的な割合がさらに高まり、ふるさとキャリア教育の推進の成果が現れている。
児童への質問「あじさいやお花の世話、太鼓演奏への取組」の、肯定ポイントが＋14（71→85）に上

がったのは、全校挙げてのあじさいのお世話活動が定着してきたこと、学級花壇のお世話が丁寧に為され
ていることの効果かと考えられる。
保護者・教職員共に、この２項目については、肯定評価がほぼ100％である。活動内容や児童の取組が

きちんと保護者に周知・浸透しているのものと思われる。地域行事や各町内との更なる連携の模索が今後
の課題である。

【年度】

評価指標 評価指標の内容 主な取組

自己評価Ｂ

Ｒ６
前期

Ｒ７
前期

(8)ふるさと
教育・地
域貢献の
取組

⑮あじさいＰＪの推進 鳳凰
太鼓、鹿島太鼓の伝承

地域おこしＰＪへの全校体制での参加
鳳凰太鼓の継承と地域での演奏
伝承クラブによる鹿島流しの継承

3.7 4.3

(9)キャリア
教育の推
進

⑯協働力実践へのアプローチ
宿泊体験活動 地域行事への参加 町探
検・職場体験 地域の施設訪問 地域ボラ
ンティア活動への参加

4.0 4.3 
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【評価指標（8）】ふるさと教育・地域貢献の取組

児童：あじさいやお花の
お世話、鳳凰太鼓・鹿島
太鼓の演奏に、進んで取
り組んでいますか。

保護者、教職員：ふるさ
とキャリア教育を通して、
協力して取り組もうとす
る気持ちが子どもたちに
育っていると思いますか。

【評価指標（9）】キャリア教育の推進

１４

保護者、教職員：学校は、
あじさいＰＪやエゾタン
ポポＰＪ、鳳凰太鼓・鹿
島太鼓等の活動を通して、
子どもたちにふるさとを
愛し、誇りに思う気持ち
を育てていますか。

児童：鳳凰山登山や自然
教室、水交苑などの施設
訪問、子どもハローワー
クに、積極的に取り組ん
でいますか。
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Ⅳ 項目別評価

5 保護者・地域との連携

児童の状況 自己評価Ａ
学校関係者

評価
学校関係者評価委員のコメント

学校の取組がわかりや
すく保護者や地域に伝
えられ、地域の教育力
を有効に活用している。

前
期

良好 良好

市内他校と見比べているが、ホームページがた
いへん充実している。地域との連携の様子が確
かに伝わってくる。教頭の努力の賜物。学校報
の校長のページも毎月楽しみにしている。

後
期

自
己
評
価
の
概
要
と
学
校
の
改
善
策

【前期】保護者・地域との連携については、保護者アンケートの３項目の肯定的回答の割合が高い数値で
推移しており、概ねよい評価をいただいている。学校報・ホームページや学年通信、保健だよりなどで子
どもたちの様子を保護者に伝えてきたことが評価されたのだと感じている。
課題は、保護者アンケート⑱に見られる「保護者の意見を学校運営に生かす」ことである。初めて公民

館と合同で開催した運動会を「学校の運動会らしくない」と評価する方に、今後地域や学校が縮小してい
くことが予想される中で、学校が果たす役割について理解してもらう努力を続けることで、こうした取組
の意義についても理解を求めていきたい。保護者と共にWell-beingな学校づくりに取り組むことで、長木
小学校が改めて地域の学校となり、ひいては地域の新たな教育風土の醸成につながっていくよう、保護
者・地域との連携をさらに深めていきたい。

【年度】

評価指標 評価指標の内容 主な取組

自己評価Ｂ

Ｒ６
前期

Ｒ７
前期

(10)地域・家
庭との連携

⑰家庭・地域への情報発信、
相互理解

学校報の地区配布 「みんなの登校日」の
設定 エゾポッポくらぶ ホームページ・
ブログ・メールでの情報発信

3.8 4.2
⑱保護者、地域との連携

ＰＴＡ活動の推進 地域行事への参加
長木保育所との連携

⑲家庭・地域の意見の活用
学校運営協議会の実施
学校評価アンケートの実施と活用

(11)地域の教
育力の活用 ⑳地域人材や地域素材の活用

長木小応援チームとの連携
正課クラブ指導者との連携
子どもハローワークの推奨

3.9 4.4
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【評価指標（10）】家庭・地域との連携

保護者、教職員：学校は、
ＰＴＡ活動（各専門部や各
奉仕活動等）・エゾポッポ
くらぶ、保育所・公民館と
の交流等を通して、保護者
や地域との連携を図ってい
ますか。

保護者：学校は、保護者の
意見を学校運営に生かして
いますか。

教職員：保護者や運営協議
会、教職員の意見が学校運
営に反映されている。

【評価指標（11）】地域の教育力の活用

保護者、教職員：学校は、
地域の教育力（岱野駅前PJ
や応援チーム、正課クラブ
の指導者の力、その他人材
や素材）をよく活用してい
ますか。

１６

保護者、教職員：学校は、
学校報・学年だより・保健
だより・ホームページや日
常の情報交換等を通じて、
学校や子どもたちの様子を
積極的に伝えていますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7前期教職員

R6前期教職員

R7前期保護者

R6前期保護者
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9

6

0

0

3

3

0

0

0

2

そう思う まあまあ あまり 全く 分からない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7前期教職員

R6前期教職員

R7前期保護者

R6前期保護者

54

29

45

36

46

71

48

50

0

0

4

5

0

0

0

1

0

0
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7前期教職員

R6前期教職員

R7前期保護者

R6前期保護者

15

7

20

30

85

93

53

51

0

0

13

6

0

0

1

1

0

0

13

13

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7前期教職員

R6前期教職員

R7前期保護者

R6前期保護者

54

21

39

48

46

79

49

44

0

0

2

2

0

0

0

0

0

0
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